
【使用上の注意】

<重要な基本的注意>
1) 使用前には吸引ボトルにひび割れや漏れがないことを確

認すること。
2) フィルターカートリッジはボトル洗浄時には必ず取り外

すこと。1～2 ヶ月毎、または吸引物がフィルターに吸い
込まれた場合には必ず交換すること。

3) 蓋のフロート（ボール）は取り外さないこと。
4) 本器具と併用する医療機器に関しては、その医療機器に

附属の添付文書等を参照すること。

【保守・点検に係る事項】
<使用者による保守点検事項>
[吸引ボトル]

【形状・構造及び原理等】 1) 使い終わるたびに、吸引ボトル内の吸引物を捨てる。
1.構成 2) 蓋からフィルターカートリッジを取り外す。

3) ボトルと蓋は、食器用洗剤を入れた温水中で洗い、温か
い流水ですすぐ。

4) 食酢 1 に対して温水 3 の割合の混合液で洗い、温かい流

水ですすぎ、十分に乾燥させる。

5) 使用頻度に応じ、適切に交換する。

[フィルターカートリッジ]
1) フィルターカートリッジは洗浄できない（水で濡れてし

まうと、吸引不能となる）。
2) 使用 1～2 ヶ月毎、または吸引物がフィルターに吸い込ま

れたり、濡れたりした場合に交換する。

① フィルターカートリッジ ④ フロート 【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
② 吸引チューブ接続口 ⑤ 容器 製 造 販 売 業 者： SMI合同会社
③ 蓋 ⑥ シリコンチューブ 電     話    番   号： 0561-59-2708

製     造    業   者： DeVilbiss Healthcare （米国）
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【警告】

<使用方法＞

1.  フィルターカートリッジは水で濡らさないこと。

［吸引力が低下し、吸引不能になるため］

【禁忌・禁止】

<使用方法＞

1.  本品は患者個人の使用に限る。複数の患者に使用しないこと。

［感染のおそれがあるため］
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2.原理
動式可搬型吸引器で陰圧を発生させ、吸引ボトルの蓋に接続した
吸引チューブから、患者の吸引物を吸引ボトルへ排液する。
また、吸引物が吸引ボトル内に満水になると、停止フロートが
自動的に吸引圧力を遮断し、吸引が停止される。

【使用目的又は効果】
本品はプラスチック製で、蓋によって密閉でき、体液の回収のために
吸引器とともに使用する容器である。本品は再使用可能である。 

【使用方法等】
［使用準備］
1) 吸引ボトルを吸引器本体に装着する。
2) フィルターカートリッジに接続されたシリコンチューブを

吸引器のチューブコネクタに接続する。
3) 吸引チューブ（別売品）を蓋のチューブ接続口に差込む。

[使用]
1) 吸引器本体の取扱説明書に従い操作する。
2) 必要に応じて吸引カテーテル（別売品）を吸引チューブに

接続して吸引を開始する。
3) 吸引ボトル内が満水、つまり吸引ボトルの作動停止フロート

レベルに達すると吸引は自動的に停止する。停止フロート
が作動した場合は、ボトルの内容物を廃棄する。

[使用後]
1) 吸引器本体と本品をつなぐシリコンチューブ及び

吸引チューブを外す。
2) 吸引ボトルを吸引器本体から取り出す。
3) 吸引ボトルの蓋からフィルターカートリッジを取り外す。
4) 保守・点検に係わる事項の通り、洗浄または交換する。

<使用方法等に関連する使用上の注意>
1) 吸引中は、吸引ボトルに溜まった吸引物の量を確認し、

吸引物はできるだけ早く捨てること。［吸引ボトルに吸
引物が一杯になると、自動的に吸引が停止するため。］

2) 吸引ボトル内の停止フロートが働いた場合には、直ちに
電源を OFF にし、吸引ボトル内の吸引物を捨てること。
［そのままの状態で更に吸引を続けると、吸引ポンプの
故障の原因となるため。］
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